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目的　 急進 に高齢 化 が̂這 むわが調r.  お い て1七　とくI-.。高齢 看 が'なる べく長期 にわ れっ

て 身体的じ@  立し， 生活す る能 刀を保荷 しつブけ ることザ望a  L い。別振T 行゙ っ 尺高齢 淆

の生活行動調 壹 の結果-I)ヽら,  連動 と習慣化し てぃな い看 通 の高齢 淆 にfc つ-r 恥 家岑行も

ら 意外 に 身体活動量 と増了 行動T ヽ･ある ことが わ１ヽ つた。 本報T-  a, 高餓 看ダ 家 亭行動 に

Ｊ ， て増･･口してい る身体届動 量 の程及 とそa  特 軟 につい てご 艮片 間是 仇測 定iこよる･v:`都農

を指 標にt  て検訂 する。

方諏　 簑｡験者 ほ年齢 がa オ・ヽ らお わI わ1'- る(t 軟 的健康な脊新 者 ＼iゐ であ る。被 貌 考0)

@  宅I - ねい て,   ･0 片-ij`らほ糾 に 至う?  外 間 わo 相` 違僥測定 と行 っ ず≒ 測 光甲 は，観測淆 が゛

貧 農憑に荊 ふぃ 生路行-fa 01 -狸頻 と時問 と動 仔特酸 等に ついて記 録 し に・ 測 定と行う前R  に

，被験淆r^ 趣 旨 の説明 と器具 の装為 練習i. 行 い，支験ち日13 日 常 とヤわ ら々ﾆい 生漏行 動 乞

“f るよ うに特I' 専苅i    /し 測 吏終 了後 にほ 内観を 求め7'こ。ぐ 荊聡l恥 ハ ート コーr' な･;. いヽ

にメ 毛') マッ フを雨い て測定 い　 ラ1 フ ペコ ープ10 なら ひヽ‘に･o` 相所有 用 ≫ ･iン クーフ･  ず

ス?! 班刀口t, r丿ヽ/ E  C  冊oo を 哨いて 分前丿 ≒

結果　 高齢 淆 の安帑時及 に家f  作茶時・べ 柏ヽ数 と心拍増田･孝15,      主啼(リ り定値り ノー般

I; 'f以 ヽも のがう く， 日向変動 ザ 顕蕭な ものとそれa  ど でこもな い粛t    が認 釣ヽられに 。ド て作

業 習慣 に よる動 坏・リ ンの震動 が年齢 拷層 差 にI  否変動 ぶリ 気い ね現t r-. 家^ 行動 が高

齢 僊 の身 体波動量7ヽ増加I" 寄 与ヽし てぃた のて■■: .   高齢 希D' 健`庫 維 特手段 として，勿v 膚れて

い い家f  行動 をな る べく長 く する状 況 と 用悉 すろ ことが･望I し い 。
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方 拡　 鮒 鴎 県 の来 作 中 ，ごヽ地 帯,    乗t  柿 をi-  ^ ず る植^ ｀地 帯,   ふ 間 地 帯 に あヽ IT いs  オ バ エ

り ふ 齢 尨 り 才t  t しX  実 外 祠 会 を}･･ I  り っ μ 。 あ ら* ■ じ の 妃 布 レfり 周会 衆 を快a  戸 別I'- 訪
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れ^ い ろ ＼    X    V   お 々゙ つ し 愚 衆 の馮 齢%    限 と っ マ 素% へ 。, ヽヵヽ わ ウかIり に! 甲 璧i,  ろ碁 し
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